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１．貸与終了時の手続き
(1)「貸与奨学金返還確認票」について

印字内容の変更・訂正について
※印字内容に誤りがないか確認のうえ、変更・訂正があれば経済
支援係に申し出て、手続きの様式を入手し、提出してください。
貸与終了後（2027年4月以降）は各自でスカラネットPSから行うこ
と。

2

機関保証は「本人
以外の連絡先」の
方が印字されてい
ます。

「返還のてびき」【詳細版】P.8～12参照



※＜スカラネット・パーソナルにログイン＞→＜振替口座（リレ
ー口座）登録・変更申出の手続きについて＞に進む

(2)口座振替（リレー口座）加入手続き

「返還のてびき」【詳細版】P.6～7参照
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原則スカラネット・パーソナルから申込む

奨学生本人の口座で申込むこと
(本人以外の名義口座で申込む場合は、リレー
口座加入申込書での手続きが必要)

手続き期限【厳守】：

2026年11月30日(月)

全員が加入手続きをする必要があります。以下の方も登録必須！

・在学猶予者 ・繰上返還予定者・返還免除申請希望者



スカラネット・パーソナルから申し込みができない場合

「口座振替（リレー口座）加入申込書」を使用して金融機関の
窓口で申込む
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①本人名義の口座でない場合

②スカネット・パーソナルから申し込みができない金融機関
の口座である場合

※スカラネットパーソナルから入力できない金融機関
三菱UFJ銀行、信用組合、信託銀行、農業協同組合、信用漁業協同
組合連合会、漁業協同組合、外国銀行、その他一部の銀行（あおぞ
ら銀行、SBI申請銀行等）

リレー口座加入申込書は
経済支援係窓口で入手

手続き期限は

2026年11月30日（月）

「返還のてびき」【詳細版】P.6～7参照



(3)その他変更手続き

・利率の算定方法の変更【第二種】

・返還方式の変更【第一種】・機関保証選択者

・保証制度の変更 ※人的保証から機関保証へ

5

提出期限：

2026年11月20日(金)
※経済支援係へ必要書類を提出

17：00必着

第二種貸与者のみ
留学・病気療養・ボランティア活動・被災により、
卒業・修了が延びる方は、1年以内の貸与延長を希望すること
ができます。
2027年3月貸与終了者は、2026年12月24日(木)までに
期間延長願を経済支援係へ提出ください。

手続きを希望される場合は、経
済支援係に申し出て、手続きの
様式を入手し、それぞれの期限
までに提出してください。

※保証制度によって、連帯

保証人・保証人の署名、押印
や添付する証明書が必要な
場合があるので、期限に余
裕をもって、書類を入手のう
え手続きを行うようにして

ください。

提出期限に注意
※変更できる最後の機会



直接日本学生支援機構へ
※「返還のてびき」裏表紙参照

・口座変更 ・現住所、電話番号、氏名、勤務先変更
（本人/連帯保証人/保証人/本人以外の連絡先）

・連帯保証人、保証人等の人物変更

連絡先変更を行わないと、機構からの通知が届かず、
延滞となる（延滞金賦課）ケースがあります。
速やかに機構へ届け出ること！

4月以降 現住所 ≠ 住民票住所の方は、現住所に変更！
4月以降、スカラネットPSから変更登録を行うこと！

２． 貸与終了後の各種変更手続き
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奨学金返還について困ったこと、相談したいことがあれ
ば迷わず
奨学金相談センターへ 0570-666-301
※問い合わせの際、奨学生番号が必要です 電話によるお問い合わせ先

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
貸与終了後の各種変更手続きは「返還のてびき」裏表紙をご覧ください。

返還中に必要となる可能性がある各手続きについての一覧。貸与終了後は、すべての手続きは日本学生支援機構と直接行う必要がある。
該当する事由が発生したら「返還のてびき」を確認して、行う。
様式もてびきについている。

すぐ起こる可能性があるのが、引っ越し、携帯がかわったなどの連絡先変更。
貸与終了後は、現住所で登録が必要。
4月以降に現住所と登録住所が異なる方は、スカラネットPSから変更を登録。 4月中旬以降。
DVDでも案内がありましたが、連絡先変更が行われないまま機構からの通知が届かず延滞してしまったり、延滞に気づかないケースがある。変更は速やかに！



返還開始：貸与終了の翌月から７ヶ月目

2027年3月の貸与終了者

初回振替日： 2027年10月27日（水）
 ※月賦・半年賦併用返還者・・・月賦分 2027.10.27／半年賦分 2028.1.27

残高不足に注意！

振替日・・・毎月27日
（金融機関の休業日にあたる場合は、翌営業日）

注意！在学中でも返還開始時期が来れば、奨学金の返還は始まります。
貸与終了後も引き続き在学し、卒業後に返還開始としたい場合は、
スカラネットPSから必ず在学猶予を提出してください。
（年度途中の貸与終了者は特に注意）
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３． 返還開始時期と振替日・在学猶予

「返還のてびき」 【詳細版】 P.1~2、P13~19参照

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
実際の奨学金返還開始は、貸与終了の翌月から7か月目から開始。
来年3月に貸与終了となる方は、来年10月28日（月）が初めの振替。
「定額返還方式」選択者で、月賦・半年賦併用者の半年賦分は2021年1月27（月）が初回振替日。

振替は、毎月27日。

卒業後しばらくしてから返還が始まるため、うっかり残高不足で引き落としができないということにならないように、注意。

また、来年3月の貸与終了ではなく、今年度の途中で貸与が終了した方、する方は注意いただきたいのですが、
在学中でも貸与終了月の翌月7か月後から返還が開始します。

それでもよい場合は、それで構いませんが、奨学金の返還は在学中は猶予することができるため、卒業など出学が来年3月であれば、3月までの在学猶予を願い出ることで、そこから7ヶ月後に返還が始まるようにすることも可能です。そうすると、来年の10月からの返還ということになります。
在学猶予については、この後に説明します。



在学猶予
貸与終了月以降も、
留年・進学等で横浜国立大学/大学院に在学する場合で、
希望者は返還期限を猶予できます。

※大学院予約採用者は、採用となったことで猶予手続きがなされます。

提出方法：
・スカラネットPS  https://scholar-ps.sas.jasso.go.jp/mypage/ →
※進学後の４月以降にスカラネットPSから申請
※【学校番号】 103006-01
※留年者は、1年ごとの提出が必要

他大学/大学院への進学者は
進学先の大学へ申請
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重要

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
返還の期限を猶与する制度

在学猶予とは「まだ学生なので返還を待ってください」という制度。

貸与が終わった後も、大学院に進学したり、留年して横浜国立大学に残るという場合は、この「在学猶予」を申請。

申請方法ですが、来年の4月以降、在学が確定してからスカラネットPSから申請。
在学猶予を申請すると、出学時から7か月後から返還開始。

ただ、研究生や科目等履修生の場合は申請することができない、
海外の大学・大学院に留学する場合は、在学猶予願では申請できない、
この後にご案内する「返還期限猶予」を願出。

留年者は1年ごとの提出が必要。
返還開始直前に申請をされても、間に合わない場合があり。期限は改めて掲示しますが、5月下旬には入力。
後程時間があったら、スカラネットの画面を少し見ていただこうと思いますが、入力の際には「学校番号」が必要です。

在学猶予は、在学する大学で行う必要があります。大学によっては期限を設けている場合があるので、他大学・大学院へ進学する方などは、進学後すぐに、進学先大学の奨学金担当に問い合わせてください。

https://scholar-ps.sas.jasso.go.jp/mypage/
https://scholar-ps.sas.jasso.go.jp/mypage/
https://scholar-ps.sas.jasso.go.jp/mypage/


返還期限猶予（一般猶予）／減額返還
収入が少なく返還困難、海外の大学・大学院へ留学、
災害に遭った、病気で働けない・・・ など

  ※いずれを利用しても返還総額は変わりません。

繰上返還
全部または一部をまとめて返還
※スカラネットPSにて申請可能
※在学中も申請可能。（在学猶予を申請のうえ申請。在学中は無利息で返還できます。）
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４． 救済制度 等

2027年3月卒業者の繰上返還
在学中にスカラネットPSからの申請の場合

申込期間 2027年3月2日～3月16日（予定）
入金方法 口座振替 振替日 2027年3月29日
繰上返還した場合の利息 なし

大学院第一種貸与者
優れた業績による返還免除申請者は、
結果が分かるまでは、繰上返還を申請
しないようご注意ください
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
特に、返還が困難になったときの手続きと、まとめて返還する方法について。

重要ですので、もう一度整理して伝えます。
実際の延滞者の方に取ったアンケートで、返還期限猶予・減額返還などの制度を知らなかったという方が多くあり、延滞になった後、督促を受けてから初めて知ったという方が5割近く。
救済制度を使わずに返還し終える方もいると思いますが、これからの人生どういった場面に直面することになるのか、予測することが困難な場合もあると思います。
「いざ」というときのためにもう一度しっかりと聞いておいてください。

返還における制度には、
在学猶予、返還期限猶予、減額返還という返還が困難になった時の救済制度、返還期限を猶予する手続き
まとめて返還する繰上返還
という制度があります。



大学院第一種貸与者（授業料後払い制度を含む）で、貸与期間中に特に
優れた業績を挙げた者として日本学生支援機構が認定した場合

  奨学金の全部または一部（半額）の返還が免除
大学院第一種貸与者(授業料後払い制度を含む）で、貸与中に特に優れ

た業績を挙げた者で、教職大学院等在学中に教員採用試験に合格し、教
師になる者 奨学金の全部の返還が免除

貸与終了年度に申請（辞退者、退学者も申請可能）

申請スケジュール（予定）  ※1月初旬に掲示予定

申請書類配付・受付 2027年1月初旬〜2027年2月初旬

結果発表 2027年7月 ※直接通知が届きます

５． 特に優れた業績による返還免除

注意事項：
・結果判明前に、繰上返還の申し込みをしないように。
・リレー口座への加入も期限までに行うこと。
・結果発表前までに返還開始となる場合、在学猶予を申請
 すること。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
返還免除制度
大学院生の第一種奨学金の方のみ。

在学中に、特に優れた業績を挙げた者として機構が認定した方に、奨学金の全部または半額の返還が免除される制度です。選考は、所属する大学院で行われます。

貸与終了年度に申し込む必要がある。今年度だけ。

申請スケジュールの詳細は12月中旬に掲示予定。
結果は、来年の6月頃、修了した後に、日本学生支援機構から直接みなさんへ。

返還免除制度に申請予定者もリレー口座への加入必要。
繰上返還の申し込みはしないよう、注意。人的保証の方は、繰上返還は連帯保証人からも申込み可能だが、申し込みはしないよう注意。

理系、文系で有利不利は出ない。
返還免除されるかもしれない折角の機会なので、ぜひ申請を！

希望者は、説明会終了後採択実績を前でお知らせします。




大学院での貸与希望者は、新たに申し込む必要があります。

合格発表前でも申請可能。
他大学へ進学予定の方は、
進学先の大学院へ確認してください。

大学院予約採用について
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６． 大学院予約採用（ 2027年4月入学（予定）者対象 ）

申請スケジュール
申請書類提出期間 2026年 11月5日（木）～ 12月4日（金）

   スカラネット入力期限 2026年 12月7日（月）
  結果発表 2027年 3月下旬（予定）
  進学届提出（入力） 2027年 4月初旬～ 5月中旬（予定）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
来年度、大学院に進学される方で、いま奨学金を借りている方は、そのまま現在の奨学金を継続することはできません。もう一度奨学金の申請をする必要があります。

進学前に申請できる「予約採用」説明会を11/12,13に実施。
申請希望者は参加を。申請書類も配布します。

進学後の申し込みの定期採用は、採用7月、振込み7月
予約採用は、3月に結果が分かり、その後の手続きにもよるが4月から支給を受けられる。
予約採用がだめでも定期で申請できる。進学前に結果が知れる。

横浜国立大学以外の他の大学院に進学される方については、進学予定の大学院で申請する必要があるため、進学先の大学院にお問い合せのうえ申請ください。
大学によって、申請期限はまちまちです。中には終了している大学もありますので、早めにご確認ください。



日本学生支援機構貸与奨学金は皆さん自身に返還義務があります。
皆さんの返還金が後輩の奨学金として直ちに活用されます。

 自覚と責任をもって、計画的に返還していきましょう。

 卒業後/出学後の手続きは、
 自身で直接日本学生支援機構へ確認ください。

横浜国立大学問合せ先：
経済支援係連絡先 学生支援課ウェブサイト
TEL:045-339-3112 ／ E-mail：gakusei.keizai@ynu.ac.jp  http://www.gakuseisupport.ynu.ac.jp/

日本学生支援機構問合せ先： ※ 詳細は「返還のてびき」参照

奨学金返還相談センター 0570-666-301 ※問い合わせには奨学生番号が必要です。

 日本学生支援機構ウェブサイト https://www.jasso.go.jp/
スカラネット・パーソナル https://scholar-ps.sas.jasso.go.jp/mypage/

返還が困難になったときは
そのままにしないで

必ず日本学生支援機構へ
相談すること！

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後になりますが、日本学生支援機構の奨学金は必ず返還の義務があります。
返還の義務は、皆さん自身にあります。

保護者の方などに任せきりではなく、自身のことですので、自覚と責任をもって計画的に返還を進めてください。
DVDでも案内がありましたが、延滞となると、延滞金年5％がかかったり、個人信用情報機関へ延滞情報が登録されるなどし、クレジットカードが作れなかったり、ローンが組めなくなる場合もあります。延滞を長引かせないよう、返還が困難になったときは、必ず日本学生支援機構の奨学金返還センターに相談してください。
また、貸与終了後の手続きは、自身で直接日本学生支援機構へ確認して行っていただく必要があります。

支援機構のウェブサイトや、スカラネット・パーソナルで必要な手続き等を確認し行うようにしてください。

アンケート回収
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